
茨Ｐ連の要望活動
１０月２２日(水)に県議会議長，県教育委員会教育長へ，茨Ｐ連からの要望書(陳情書)を手

渡してきました。

県議会議長室での様子
会長以下，６名の副会長が，西野 一 県議会

議長に要望を陳情しました。体育館のエアコン
設置や教職員の働き方改革の推進など，要望事
項は茨Ｐ連第１回理事会等で各市町村の代表で
ある理事の皆様にアンケートした結果を基に作
成し，ＰＴＡの声としてお届けしました。
陳情書はこの後，県議会の文教警察委員会で

取り扱われることになります。
陳情の様子が茨城新聞にも掲載されました。

この県議会への陳情活動は2023年より毎年行わ
れています。
（10/23茨城新聞より)

県教育委員会教育長との懇談
今年から，県教委の柳橋 常喜 教育長と要望について懇談

する機会を設けていただきました。
小・中・義務教育学校の学習環境等については，設置者で

ある市町村の管轄ですが，県教委として，指導助言，県の補
助等について格段の配慮をお願いしました。
部活動地域展開や保護者負担の軽減など，地域格差がなく

子どもたちが安心して活動ができる環境づくりをお願いしま
した。

ご多用の中，対応していただきま
した，西野県議会議長，柳橋教育
長，２つの要望活動の実現に関わ
っていただきました関係各課の皆
様に心から感謝申し上げます。
会員の皆様の声を県へ届けるこ

とは，茨Ｐ連重要な役割の一つと
考え，これからも継続して参りま
す。皆様のご協力をお願いいたし
ます。


